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１ はじめに 

 この度は、点字ラベラー BL-1000をご利用頂き、誠にありがとうございます。 

 お使いになる前に、本マニュアルを必ずお読み頂き、取扱い上の注意点や操作方法を

ご確認ください。 

 

【ご注意】 

 点字ラベラー BL-1000とパソコンを接続する前に、必ずパソコンに本機の付属ソフト

ウェアをインストールしてください。 

 特に、USBドライバをインストールする前にBL-1000を接続してしまうと、USBドライバ

のインストールが正常に行えなくなる場合があります。 

 接続する前に、必ず本マニュアルの「１．７ 接続するパソコンの準備」をお読みくださ

い。 

 

１．１ 梱包内容の確認 

 本製品のパッケージには、以下のものが含まれています。 

 ご利用の前に、梱包品に不足のないことをご確認ください。 

 

□点字ラベラー BL-1000 本体 □専用点字テープ 

 

 

□専用ACアダプタ 
□添付ソフトウェアCD 

□USBケーブル 

□シリアルケーブル 

□取扱説明書（本書） 

□点字版取扱説明書 
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１．２ 取扱い上の注意 

 本機を末永くご使用頂くため、以下の点に充分ご注意ください。 

 

・本機は精密機器ですので、落したり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

・また、水やお茶、その他の液体が掛からないよう、充分ご注意ください。 

・本機および専用テープは、直射日光の当たる場所や、乗用車の車内など高温になる可

能性のある場所に保管しないでください。 

・本機を絶対に分解しないでください。 

・ACアダプタは、必ず本機専用のものをご使用ください。別のACアダプタを接続すること

は大変危険ですのでおやめください。 

・点字テープは、必ず本機専用のものをご使用ください。別のテープを使用すると、テープ

が詰まったり、印字品質が悪くなるだけでなく、故障の原因となる可能性があります。 

・防塵のため、開閉部は閉じた状態でご使用ください。 

・新しい点字テープをセットする際、テープの端を止めてあるシールは必ず取り除いてくだ

さい。 

・印字の際は、印字部カバー・点字テープカバーを取り付けた状態で使用してください。 

・以下の行為は本体内部でのテープ詰まりにつながるため、絶対に行わないでください。 

- 印字中、およびテープ送り戻し中のテープカット。 

- テープ残量が少ない時の印字。 

  印字を行う前に、印字部カバー右側のテープガイドレール内にテープがあることを確

認してください。 

  残量が少ない場合はテープを交換してください。 

  本体内部にテープが残ってしまった場合は、印字部カバーを外し、ピンセット等でテー

プを取り除いてください。 
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１．３ 製品の概要 

 点字ラベラー BL-1000は、パソコンと接続して簡単に点字のラベル（シール）が作れる

おしゃれでコンパクトな点字プリンタです（本体は約800g）。 

 

 専用のロールテープ（透明）を使用するため、自由な長さで印刷でき、また、どこに貼っ

ても下の文字を隠しません。 

 ロールテープは紙ケース入りで、そのまま本体に収納できるため扱いやすく、また、使う

時に機械にセットし直す必要がありません。 

 テープの材質には、環境に優しいポリエチレンテレフタラート(PET)を使用しています。 

 印刷したテープは、本体内蔵のハサミでワンタッチでカットできます。 

 

 パソコンの他、当社の点字ディスプレイ ブレイルメモシリーズ（ブレイルメモポケットを除

く）と接続してもご使用頂けます。 

 

 点字ラベラー BL-1000には、専用点字ラベル作成ソフト BrlLabelが付属されています。 

 BrlLabelは、点訳機能や墨字（普通の文字）と点字の対照表示機能を備えており、点字

をご存知でない方でもご使用頂けます。 

 もちろん、直接点字データを編集することも可能です。 

 １度作ったラベルのデータはファイルに保存されるため、２回目からは入力する必要が

ありません。 

 当社のホームページからも、サンプルデータをダウンロードしてご覧頂けます。 

  http://www.kgs-jpn.co.jp/b_bl1000.html/ 

 

 この他、点字ラベラー BL-1000は、一般の点字印刷ソフトからもご使用頂けます。 

 

 印字後の点字ラベルは上下の余白の幅が異なるため（下側がやや広い）、貼る時に方

向を間違える心配がありません。 

 しかも、２行以上貼る場合は、並べて貼るだけで触読に適した行間になります。 

 

てん濁し ら濁へらー 

外大大ｂｌ＿数１０００
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１．４ 各部の名称と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑦点字テープカバー

⑪DC ジャック ⑫USB コネクタ⑬シリアルコネクタ 

④送りボタン 
⑤戻しボタン

①SET ボタン

②CUT ボタン

③RESET ボタン
⑥LED 表示部 

（左から赤，緑，黄色）

⑨印字部カバー 

⑩印字部カバー開閉口

⑧点字テープカバー開閉口
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① SETボタン 点字テープのセット（頭出し）に使用します。 

テープがセットされている状態でこのボタンを長押しすると、テープを

８マス分送り、任意にカット位置まで進ませることが可能です。 

② CUTボタン 印字したテープのカットに使用します。 

このボタンを押すと、内部のハサミが動作します。 

もし、ハサミが戻らなくなってしまった場合は、CUTボタンの手前にあ

る隙間から細いものを入れて、上に引き上げてください。 

③ RESETボタン バッファ（データを一時的に保存する領域のこと）に残っている印字待

ちのデータをリセットする時に使用します。 

④ 

⑤ 

送りボタン 

戻しボタン 

これらのボタンを押すことでローラーを任意に回転させ、ボタンの方

向にテープを進ませることが可能です。 

テープが詰まった時などにご利用ください。 

⑥ LED表示部 LEDの点灯・消灯によって、本機の状態を確認することができます。 

⑦ 点字テープカバー 点字テープを本機にセットする時に取り外します。 

通常は、カバーを閉めてご使用ください。 

⑧ 点字テープカバー

開閉口 

点字テープカバーは、ここから指を差し入れて開けます。 

⑨ 印字部カバー このカバーの下部には印字部の他に、ローラーやハサミがセットされ

ています。通常は、カバーを閉めてご使用ください。 

⑩ 印字部カバー 

開閉口 

印字部カバーは、ここから開けてください。 

⑪ DCジャック ここに付属の専用ACアダプタを接続します。 

⑫ USBコネクタ ここにUSBケーブルを接続し、パソコンとつなぎます。 

⑬ シリアルコネクタ シリアル通信を行う際は、ここにシリアルケーブルを接続してくださ

い。 

 

○LED表示・ブザー音について 

 BL-1000 本体は、LEDやブザーによって現在の状態を示します。 

LED 

赤が点灯 「電源ON」 本体の電源が入っている時に点灯します。 

緑が点灯 「テープセット」 点字テープが正しくセットされている時に点灯します。 

黄色が点灯 「バッファ残り」 バッファに印字待ちのデータが残っている時に点灯します。 

   

ブザー 

長めの音が 

３回 
「テープ切れ」 

本体の電源を入れた時またはSETボタンを押した時に、テ

ープが正しくセットされていない場合、この音が鳴ります。 

「テープカット」 

印字が終わったテープのカットを促すサインです。 

この音は、テープをカットして排出口から取り除くまで、２秒

間隔で鳴り続けます。この音が鳴っている間は、CUTボタ

ン以外のボタン操作を受け付けません。 短めの音が 

２回 

「テープ再セット」

テープの再セットを促すサインです。 

この音は、SETボタンを押して緑のLEDが点灯するまで、10

秒間隔で鳴り続けます。この音が鳴っている間は、全ての

ボタン操作が可能です。 

短い音が 

３回 
「バッファリセット」

RESETボタンが押されてバッファがリセットされたことを示し

ます。このとき、黄色のLEDも消灯します。 
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１．５ 点字テープをセットするには 

 本製品の出荷時には、本体内に点字テープがセットされていません。付属の専用点字

テープを以下の手順でセットしてください。 

 

（１）BL-1000にACアダプタを接続します。 

 テープを頭出しするためのモーター動作音の 

後に、「テープ切れ」のブザー（長めの音が３回） 

鳴ります。 

 

 

 

 

 

 

（２）点字テープカバーを開きます。 

 開閉口から指を入れてカバーを持ち上げ、ツ 

メを本体から外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）専用点字テープを紙ケースごと、テープホ 

ルダー部に垂直にセットします。 

 紙ケースの側面が高くなっている側が左側 

（テープ導入口の側）になるようにセットしてくだ 

さい。 

 

 

 

 

① 

② 
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（４）テープの端を止めてあるシールを取り除き、 

テープの先をテープ導入口から差し入れます。 

 テープ先端がローラーに当たるまで、しっかりと 

テープを挿入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）SETボタンを押して、テープを頭出しします。 

 モーター動作音の後、「テープ切れ」のブザー 

が鳴る場合は、ローラーがテープを巻き取れて 

いません。 

 テープを充分奥まで差し込んでからもう一度 

SETボタンを押してみてください。 

 

 

 

 

 

 

（６）テープが正しくセットされると、緑色のLEDが 

点灯します。 

 確認できたら、点字テープカバーを閉じます。 

 ツメを本体に掛け、カバーを下ろしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
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１．６ テスト印字するには 

 BL-1000の動作を確認するために、テスト印字を行ってください。 

 

 テスト印字では、次の３行の点字を印字します。 

１行目： テストパターン 

 うー＿れふ＝め うー＿れふ＝め めめめめめめめめめめ 

２行目： 「KGS Braille Labeler BL-1000」 （英語点字表記） 

 大大ｋｇｓ 大ｂｒあIｌｌE 大ｌあｂEｌEｒ 大大ｂｌ＿数１０００ 

３行目： 「ケージーエス テンジ ラベラー BL-1000」 

 けー濁しーえす てん濁し ら濁へらー 外大大ｂｌ＿数１０００ 

 

（１）SETボタンとRESETボタンを押しながら、ACアダプタを接続します。 

 成功すると、長いブザー音が１回鳴ります。 

 「テープ切れ」のブザー（長めの音が３回）が鳴る場合は、点字テープの準備ができてい

ません。この場合は、前項を参照の上、点字テープをセットし直してください。 

 

 

（２）SETボタンを押すと印字が始まります。 

 印字が始まらない場合は、ACアダプタを外し、（１）からやり直してみてください。 

 

（３）１行分の印字が終わると、テープがカット位置（ハサミ位置）まで進み、２秒間隔でブ

ザーが鳴り始めます。（「テープカット」のサイン） 

 CUTボタンを押して、印字した部分を切り離してください。 

 テープ排出口から印字したテープを取り除くと、ブザー音の間隔が10秒に開きます。 

 このブザー音は、テープをカット位置から元の位置に戻すために、SETボタンを押す必要

があることを示しています。（「テープ再セット」のサイン） 
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（４）SETボタンを押すと、２行目の印字が始まります。 

（５）印字が終わったら、同様にCUTボタンを押して印字した部分を切り離します。 

（６）動作確認が終わったら、ACアダプタを取り外してください。 

 

 

１．７ 接続するパソコンの準備 

 本機には、次の２種類のソフトウェアが添付されています。 

（Ａ）BL-1000用USBドライバ……本機とパソコンをUSBケーブルで接続するために必要な

ソフトウェアです。このドライバは、本機をパソコンに接続する前にインストールしておく必

要があります。 

（Ｂ）ユーティリティソフト BrlLabel……本機を使って手軽に点字のラベルを作成できるユ

ーティリティソフトです。 

 

 ソフトウェアは以下のバージョンのOSに対応しています。 

  Microsoft® Windows® XP, Vista または Windows® 7 

 これらのOSが動作しているパソコンをご用意ください。 

 

 パソコンのCDドライブに添付ソフトウェアCD(点字ラベラーBL-1000 サポートディスク)を

セットすると、以下のようなページインデックスが開きます。 

 自動で開かない場合は、スタートメニューから「マイ コンピュータ」を開き、CDドライブを

ダブルクリックしてください。 
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１．７．１ USBドライバをインストールするには 

 

 

 USBドライバは、以下の手順でインストールを行います。 

（１）ページインデックス上で「USBドライバ(Windows XP,Vista版)のインストール」または

「USBドライバ(Windows7版)のインストール」をクリックして、プログラムを実行します。 

 

 

 これらのプログラムは、必要なファイルをパソコン上にコピーした後、USBドライバをパソ

コンにインストールします。 

 画面の指示に従い、実行を開始してください。 

 

（２）実行後しばらくすると、右の画面が表示さ

れます。（画面はWindows XP, Vista版） 

 [Next]ボタンを押すと先に進みます。 

 [Cancel]ボタンを押すとインストールを中止

します。 

 また、途中で前の画面に戻りたい場合は

[Back]ボタンを押してください。 

 

 

 

【ご注意】 

 USBドライバには、Windows XP/Vista用とWindows 7用の２種類がございます。 

 ご利用のOSに適したバージョンのドライバを選択し、インストールを行ってください。
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（３）【重要】このUSBドライバを使用するためには、開発元（Silicon Laboratories, Inc.）の使

用許諾契約書（END-USER LICENSE AGREEMENT）に同意して頂く必要があります。 

 同意される場合は、[I accept the terms of the license agreement]（上のラジオボタン）を

選択してください。[Next]ボタンが現れ、先に進めるようになります。 

 同意して頂けない場合は、BL-1000をUSB接続で使用することはできませんのでご了承

ください。 

 

 

（４）ここでは、ファイルをコピーする場所を指定します。 

 コピー先を変更したい場合は、[Browse]ボタンを押してフォルダを指定してください。 

 

 

（５）[Install]ボタンを押すと、ファイルのコピーが開始されます。 
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（６）ファイルのコピーが終了すると、次の画面が表示されます。 

 USBドライバをインストールするには、[Launch the CP210x VCP Driver Installer.]（チェッ

クボックス）をクリックし、[Finish]ボタンを押してください。 

 インストーラが起動します。 

 

 

（７）インストール先のフォルダを変更したい場合は、[Change Install Location]ボタンを押

してフォルダを指定してください。 

 [Install]ボタンを押すと、USBドライバのインストールが開始されます。 

 

 

（８）インストールが完了すると、次の画面が表示されます。 

 

 また、USBドライバが既にインストールされている場合は、次の画面が表示されます。 

 

 

 どちらの場合も、[OK]ボタンを押すと終了します。 
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１．７．２ ユーティリティソフト BrlLabelをインストールするには 

 ユーティリティソフト BrlLabelは以下の手順でインストールします。 

（１）ページインデックス上で「BL-1000用ユーティリティ BrlLabelのインストール」をクリック

し、setup.exeを実行します。 

 

 

 

 このプログラムは最初に、BrlLabelの起動に必要なソフトウェア（Microsoft Visual C++ ラ

ンタイム ライブラリ）がパソコンにインストールされているかをチェックします。 

 画面の指示に従い、実行を開始してください。 

 

（２）「Visual C++ ランタイム ライブラリ」がイン

ストールされていない場合は、右の画面が表

示されますので、[インストール]ボタンを押して

ください。 

 

 

（３）上記ソフトウェアのインストール完了後は、画面の指示に従ってBrlLabelをインストー

ルしてください。 
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２ 点字ラベルを作るには 

 この章では、点字ラベラー BL-1000をパソコンに接続して、点字ラベルを印刷するため

の操作を説明します。 

 ソフトウェアが未インストールの場合は、「１．７ 接続するパソコンの準備」に従って、イ

ンストールを行ってください。 

 

２．１ 点字ラベラー BL-1000とパソコンの接続 

 本機とパソコンは、次の手順で接続してください。 

 

（１）BL-1000にACアダプタを接続すると、自動的に点字テープが頭出しされます。 

 テープ切れの場合は、ここでテープをセットし直してください。 

（２）パソコンを起動し、BL-1000とパソコンをUSBケーブルで接続します。 

 

（３）BL-1000の初回接続時に限り、次のようなメッセージがパソコンディスプレイの右下に

表示されます。 

 

 メッセージ表示が確認できない場合は、USBドライバがインストールされていない、また

は既にインストール・使用済みの可能性があります。 

 

（４）Windowsのデバイスマネージャを開き、USBドライバが正しくインストールされているこ

とをご確認ください。 

 

 スタートメニュー→「マイコンピュータ」を

右クリック→「プロパティ」から、システムの

プロパティを開きます。 

 

 タブを「ハードウェア」に切り換え、[デバイ

ス マネージャ]ボタンを押してください。 

 デバイスマネージャが開きます。 
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 USBドライバが正常にインストールされている場合、BL-1000をUSB接続すると、「ポート 

（COMとLPT）」の項目に「Silicon Labs CP210x USB to UART Bridge （COM*）」が追加さ

れます。 

 （COMポートの番号はご利用の環境によって異なる場合があります。） 

 

 

 ポートの追加が確認できたら、BL-1000とパソコンの接続・使用準備は完了です。 

 

 

２．２ ユーティリティソフト BrlLabel を使って点字ラベルを作る 

２．２．１ ユーティリティソフト BrlLabelの起動と終了 

 BrlLabelは、次のいずれかの方法で起動します。 

 

（ア）デスクトップにある、点字ラベラー・ユーティリティのアイコンをダ

ブルクリックします。 

 

（イ）スタートメニュー→「すべてのプログラム」→「点字ラベラー」の中にある「点字ラベラ

ー・ユーティリティ」メニューをクリックします。 

 

（ウ）既にデータを保存してある場合は、BrlLabelのデータファイル（拡

張子 .kbld）をダブルクリックします。 

 

 

 BrlLabelを終了するには、「点字ラベラー・ユーティリティ」ウィンドウの右上にある☒ボタ

ンをクリックするか、メニューバーから「ファイル」→「アプリケーションの終了」の順に選択

します。 
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○点字ディスプレイ ブレイルメモの接続について 

 当社の点字ディスプレイ ブレイルメモ・シリーズのユーティリティソフトがインストールさ

れている場合、BrlLabelの起動時に次の画面が表示されます。 

 
 

 BrlLabelの操作にブレイルメモを使用したい場合は、ここで接続ポートと通信速度を選択

し、［OK］ボタンを押してください。 

 ブレイルメモを使用しない場合は、［スキップ］ボタンを押してください。 

 

【ご注意】 

 ブレイルメモ・ポケット（BMpk）と点字ラベラーの両方を同時にUSB接続で使用するこ

とはできません。このような組み合わせで使用されたい場合は、点字ラベラーをUSB／

シリアル変換アダプタを通して接続するなど、別の方法をご検討ください。 

 

２．２．２ 印字する内容の編集 

 BrlLabelを起動すると、最後に使用していたファイルが開かれ、その中のデータが一覧

表示されます。 

 

 

 ラベルに印字するデータを新しく作成するには、メニューバーから「ラベル」→「新規デー

タ」を選択します。 
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 既存のデータを編集するには、リスト内のデータを選択してメニューバーから「ラベル」→

「データの修正」を選択するか、リスト内のデータを直接ダブルクリックしてください。 

 （キーボード操作の場合）矢印キーでリスト内の項目を選択してから、Enterキーを押しま

す。 

 

 いずれの場合も次のようなウィンドウが開きます。 

 

 「内容」欄に印字したい文を入力し、［点訳］ボタンを押してください。 

 その内容が点字に変換され、「点字データ」欄に表示されます。 

 ラベルの作成に使用されるのは、「点字データ」欄の内容です。ここを直接編集すること

も可能です。 

 「データ名」欄には、このデータをリスト表示する際の名前を指定します（省略可能で

す）。 

 

（編集例） 
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 ［閉じる］ボタンを押すと編集ウィンドウが閉じ、編集内容がメインウィンドウのリストに反

映されます。 

 編集内容を破棄したい場合は、［キャンセル］ボタンを押してください。 

 

（リスト反映後） 

 

 

○情報処理用点字について 

 ホームページのURLやメールアドレスなどは、通常、情報処理用点字を使って書き表し

ます。 

 BrlLabelでは、情報処理用点字で点訳するべき範囲を指定するために、｛ ｝の括弧を使

用します。 

 ホームページのURLやメールアドレスを含むラベルを作成したい場合は、「内容」欄の右

下にある［情報処理点字］ボタンを押してこの括弧を挿入し、その中に入力してください。 
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２．２．３ 印字の実行 

 編集したデータを印字するには、次の手順で操作します。 

（１）次のどちらかの操作で、印字コマンドを実行します。 

（ア）前項の「ラベルの編集」ウィンドウで、［印字］ボタンを押す。 

 

 

（イ） メインウィンドウのデータリストから目的のデータを選択した後、メニューバーから「ラ

ベル」→「印字」の順に選択する。 

 

（２）点字ラベラーの接続が検索され、USBで接続している場合は次のようなメッセージが

表示されます。 

 

 （COMポートの番号はご利用の環境によって異なる場合があります。） 

 

 検出されたUSBポートを使用する場合は、［OK］ボタンを押してください。 

 

 USBポートが検出できない場合、次のウィンドウが表示されます。 

 

 このウィンドウが表示された場合は、点字ラベラーを接続しているポートを選択して［次

へ］ボタンを押してください。 
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なお、接続ポートは前述のデバイスマネージャでご確認ください。 

 

【ご注意】 

 点字ラベラーの接続ポートを一度選択すると、二回目以降の印刷では「接続ポート

の選択」のウィンドウは表示されません。 

 点字ラベラーの接続ポートを途中で変更したい場合は、点字ラベラー・ユーティリティ

を再起動してください。 

 

（３）続いて、次のウィンドウが表示されます。 

 

 

 一度に複数枚のラベルを印字したい場合は、最大100部まで印字部数を指定することが

できます。 

 印字したテープを本体のハサミでカットする場合は、「１枚ごとにカットする」をチェックし

てください。 

 連続印字しておき、後で市販のはさみなどでカットする場合は、チェックを外してくださ

い。 

 ［印字開始］ボタンを押します。 

 

（４）BL-1000のSETボタンを押すと印字が始まります。 
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（印字中） 

 

 

（５）１行分の印字が終わると、テープがカット位置（ハサミ位置）まで進み、２秒間隔でブ

ザーが鳴り始めます。（「テープカット」のサイン） 

 CUTボタンを押して、印字した部分を切り離してください。 

 
 

 テープ排出口から印字したテープを取り除くと、ブザー音の間隔が10秒に開きます。 

 このブザー音は、テープをカット位置から元の位置に戻すために、SETボタンを押す必要

があることを示しています。（「テープ再セット」のサイン） 

 

【ご注意】 

 テープに印字した後、テープがカット位置まで進む前にCUTボタンを押してしまうと、印

字した点字の後ろの部分が切れてしまいます。 

 必ずブザー音が鳴ってからテープをカットするようにしてください。 

 また、テープの次に打つ部分に前の点が残ってしまった場合は、SETボタンを長く押し

て、テープをカット位置まで進めた後、CUTボタンを押して取り除いてください。 

 

○連番印字機能について 

 BrlLabelには、番号を１ずつ増やしながら複数枚のラベルを印字する機能（連番印字機

能）があり、１桁から８桁までの番号を、ラベルに連番で挿入することができます。 
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 連番印字機能を使用するには、次のように操作します。 

 

（１）「内容」欄を編集する際、連番を挿入したい所に、「＃」マークを番号の桁数個入力し

ます。 

 「＃」マークは、ウィンドウ上の［＃］ボタンを押すことで入力できます。 

 

例）Test10001からTest10010までの10枚のラベルを作りたい場合は、「Test＃＃＃＃＃」（＃５個）の

ように入力します。 

 

 

（２）［点訳］ボタンを押すと、「＃」の部分は数符（3,4,5,6の点）に変換されます。 

 この時、数符は＃の数より１つ多く挿入されます。これは、点字で数を表す時、数字の桁

数より１つ多いマス数を使用するためです。 

 直接「点字データ」欄を編集する場合は、連番を挿入したい所に、数符を番号の桁数＋

１個入力してください。 

 

 



 

 23

（３）「次の番号」欄に、連番の最初の番号を入力します。 

 印字する際、「点字データ」欄の数符の部分がこの番号に置き換わります。 

 

例）「10001」と入力して[印字]ボタンを押します。 

 

 

（４）BrlLabelには、前述のように印字部数を指定して複数枚のラベルを一度に印字する機

能があります。 

 連番で複数枚のラベルを作成する時は、この機能が便利です。 

 

例）印字部数を10部に指定して印字を開始すると、Test10001からTest10010までのラベルを一度に

作成することができます。 

 

 

（５）「次の番号」欄の数字は印字した部数の分、自動的に増加します。 

 連番印字終了後のデータをファイルに保存しておくことで、次回、続きの番号からラベル

を作成することができます。 



 

 24

 

 

２．２．４ 点字データの入力方法について 

 「点字データ」欄に点字を直接入力する方法としては、次の２つの方法があります。 

（ア）点字変換入力……キーボードから入力した文字を点字に変換します。 

 英数字入力、カタカナ入力、ローマ字入力、点字コード入力の４種類から選択できます。 

（イ）６点入力……キーボード上の６個のキーを点字の各点に対応させ、その組み合わせ

押しで点字を入力します。 

 

 初期状態では、次のような割り当てになっています。 

１の点:F  ４の点:J 

２の点:D  ５の点:K 

３の点:S  ６の点:L 

 

 現在の点字入力モードは、「点字データ」欄の右下に表示されています。 

 
 この[入力モード]ボタンを押すと、設定を変更するためのポップアップメニューが表示さ

れます。 

 （キーボード操作の場合）「点字データ」欄でTabキーを押すと、このボタンにフォーカスが

移動します。 

 メインウィンドウのメニューバーからも、同様の設定メニューの表示が可能です。 

 「設定」→「点字入力」から、お好みの入力方法を選択してください。 
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 また、「６点入力の設定」をクリックすると、ウィンドウが開きます。 

 

 

 ここでは、６点入力に使用するキーの割り当てを変更することができます。 

 

○点字データの表示設定について 

 「点字データ」欄に表示される点字について、次の設定を変更することが可能です。 

（ア）点字サイズ 

 点字の表示サイズを、極小，小，中，大，特大の５種類から選択できます。 

（イ）墨字併記 

 点字の上に併記される墨字の表示を、ひらがな，カタカナ，アルファベット，表示なしの４

種類から選択できます。 

 

 「点字データ」欄の右下の[表示設定]ボタンを押すと、ポップアップメニューが表示されま

す。お好みの表示方式を選択してください。 

 

 

 メインウィンドウのメニューバーからも、同様の設定が可能です。 
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２．２．５ 点訳オプション 

 BrlLabelの点訳機能には、次の２種類のオプションがあります。 

（ア）「漢字をかなに変換する」 

 この機能が有効な時は、漢字をかなに変換し、助詞の「は」や「へ」、長音の表記、分か

ち書きなど点字独特のかな表記を考慮した変換を行ないます。 

 この機能が無効の時は、かな文字や英数字を、そのまま点字に変換します。点訳する

文は、点字の表記法に従って、かな文字で入力してください。 

（イ）「英語２級点字を使う」 

 この機能が有効な時は、英字部分の点訳に、２級点字（点字独特の短縮表現）を使用し

ます。 

 この機能が無効の時は、２級点字を使用しません。 

 

 これらのオプションは、BrlLabelの起動時に有効に設定されます。 

 設定を変更するには、次のように操作してください。 

 

（１）メインウィンドウのメニューバーから「設定」→「点訳オプション」の順に選択します。 

 「ラベルの編集」ウィンドウの[入力モード]ボタンを押すと表示されるポップアップメニュー

からも、同様の設定が可能です。 

 

（２）「点訳オプション」のウィンドウが開きます。 

 ここで、有効にしたい機能にチェックを付け、無効にしたい機能のチェックを外します。 

 ［OK］ボタンを押すと、設定が変更されます。 
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２．２．６ ファイル・データの管理 

 BrlLabelの起動時には、前回最後に使用したファイル（拡張子 .kbld）が読み込まれま

す。 

 

 メニューバーの「ファイル」メニューから、以下のようなファイル操作を行うことができま

す。 

 

 新たにファイルを作成するには、「新規ファイル」コマンドを選択します。 

 別のファイルを開くには、「開く」コマンドを選択します。 

 データを変更した後、その内容をファイルに保存するには、「上書き保存」コマンドを選択

します。 

 現在の内容を別のファイルに保存するには、「名前を付けて保存」コマンドを選択してく

ださい。 

 

 また、データリストの中から点字データを選択し、右クリックをするとポップアップメニュー

が開きます。 

 ここで、行いたい操作のコマンドを選択してください。 

 

 
 「切り取り」または「コピー」を選択した場合は、データの移動先のファイルを開きます。 

 「ファイル」メニューの「開く」コマンドでファイルを開き、データリストの中からデータを移

動したい場所を選択後、右クリックでポップアップメニューを開き、「貼り付け」コマンドを実

行してください。 
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 メニューバーの「ラベル」メニューからも、同様のデータ操作を行うことができます。 

 

 

 

 

２．３ 一般の点字印刷ソフトを使って点字テープを作る 

 一般の点字印刷ソフトからも、以下の条件を満たせば、BL-1000に点字データを送って

点字シールを印字することができます。 

 

２．３．１ 接続条件 

 通信ポートは、シリアルポートおよびUSB（仮想シリアル）ポート共通で、以下のとおりで

す。 

  通信速度 9600bps 

  データ長 8ビット 

  ストップビット 1ビット 

  パリティ なし 

  ハンドシェイク：ソフトウェア（Xon/Xoff） 

 ＊仮想シリアルポートの番号は、Windowsのデバイスマネージャでご確認ください。 

 ＊ハンドシェイクを使用しない場合は、データの欠落を防ぐため、１回の送信バイト数を

500バイト以内にしてください。 

 

２．３．２ 点字コード 

 BL-1000では、NABCC６点の点字コードでデータを受信します。 

 これは標準的な点字コードですので、点字プリンタの設定に「標準点字プリンタ」などの

選択肢があればご使用頂けます。 

 ただし、データ内にエスケープシーケンスが含まれていると、BL-1000は正しく印字でき

ません。 
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○改行コード、改ページコードについて 

 BL-1000は、自由な長さのラベルが印字できる設計のため、一定のマス数で自動的に

改行することはありません。 

 １本のラベルの終りで、必ず改行または改ページのコードを送ってください。 

 BL-1000は、以下のコードのどれか一つを受信すると、１本のラベルの終端と判断しま

す。 

 改行コード(10) 

 改ページコード(12) 

 キャリッジリターン(13) 

 これらのコードが連続した場合は、２番目以降を無視し、１個の改行コードとして処理し

ます。 

 

２．３．３ 受信したデータの処理 

 BL-1000は、シリアルポートとUSBポートの内、先にデータを受信したポートを使用しま

す。このポートからの受信データの印字が終了するまで、別のポートからのデータは印字

されません。 

 BL-1000は、１行分のデータを受信すると、印字を開始します。印字中は、ハンドシェイク

によりデータの受信をストップします。 

 印字されたラベルをカットし、SETボタンを押すと、データの受信を再開します。 

 データの最後に改行コードが含まれていない場合は、１秒間待って、印字を開始しま

す。 

 

３ 点字の書き方 

 ここでは、点字の表記法について、ごく簡単にご説明します。 

 ここでの説明は、概要をご理解いただくことを目的としていますので、詳細については、

最新の「日本点字表記法」（日本点字委員会編）などの資料をご参照ください。 

 

３．１ 点字の記号 

 点字は、カナや数字、アルファベット、記号などを全て６個の点の組み合わせで表しま

す。 

 各点の位置を表すために、以下の番号を使います。 

め
 １の点 

２の点 

３の点 

４の点 

５の点 

６の点 
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〔Ａ〕清音・濁音・半濁音 

 点字には、カタカナとひらがなの区別がありません。五十音は、以下の点の組み合わせ

で表します。濁音は５の点、半濁音は６の点を、それぞれ前に付けて表します。 

 

ア   イ   ウ   エ   オ 

あ い う え お 
カ   キ   ク   ケ   コ  ガ     ギ     グ    ゲ     ゴ 

か き く け こ  濁か 濁き 濁く 濁け 濁こ 
サ   シ   ス   セ   ソ  ザ     ジ     ズ    ゼ     ゾ 

さ し す せ そ  濁さ 濁し 濁す 濁せ 濁そ 
タ   チ   ツ   テ   ト  ダ     ヂ     ヅ    デ     ド 

た ち つ て と  濁た 濁ち 濁つ 濁て 濁と 
ナ   ニ   ヌ   ネ   ノ 

な に ぬ ね の 
ハ   ヒ   フ   ヘ   ホ  バ     ビ     ブ    ベ     ボ 

は ひ ふ へ ほ  濁は 濁ひ 濁ふ 濁へ 濁ほ 
     パ     ピ     プ    ペ     ポ 

半は 半ひ 半ふ 半へ 半ほ 
マ   ミ   ム   メ   モ 

ま み む め も 
ヤ       ユ       ヨ 

や   ゆ   よ 
ラ   リ   ル   レ   ロ 

ら り る れ ろ 
ワ     ヲ  ン   ッ   ー 

わ       を  ん っ ー 

 

 

〔Ｂ〕拗音・拗濁音・拗半濁音 

 拗音（キャ，キュ，キョなど）は、４の点を前に付けて、以下のように表します。 

 また、拗濁音（ギャ，ギュ，ギョなど）は４・５の点、拗半濁音（ピャ，ピュ，ピョ）は４・６の点

を前に付けます。 
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キャ   キュ    キョ  ギャ   ギュ    ギョ 

拗か 拗く 拗こ  小か 小く 小こ 
シャ    シュ    ショ  ジャ    ジュ    ジョ 

拗さ 拗す 拗そ  小さ 小す 小そ 
チャ    チュ    チョ  ヂャ    ヂュ    ヂョ 

拗た 拗つ 拗と  小た 小つ 小と 
ニャ    ニュ    ニョ 

拗な 拗ぬ 拗の 
ヒャ    ヒュ    ヒョ  ビャ    ビュ    ビョ 

拗は 拗ふ 拗ほ  小は 小ふ 小ほ 

 
     ピャ    ピュ    ピョ 

     斜は 斜ふ 斜ほ 
ミャ    ミュ    ミョ 

拗ま 拗む 拗も 
リャ    リュ    リョ 

拗ら 拗る 拗ろ 

 

〔Ｃ〕特殊音 

 特殊音は、以下の点で表します。 

 

イェ    シェ    チェ  ジェ 

拗え 拗せ 拗て  小せ 
ウィ    ウェ    ウォ 

？い ？え ？お 
クァ     クィ    クェ    クォ  グァ 

？か ？き ？け ？こ 。か 
ツァ    ツィ    ツェ    ツォ 

？た ？ち ？て ？と 
ファ    フィ    フェ    フォ  ヴァ    ヴィ    ヴェ    ヴォ 

？は ？ひ ？へ ？ほ 。は 。ひ 。へ 。ほ 
ティ    トゥ    テュ    フュ ディ    ドゥ    デュ    ヴュ    ヴ 

拗ち ？つ 斜つ 斜ゆ 小ち 。つ ｜つ ｜ゆ 濁う 
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〔Ｄ〕数字とアルファベット 

 数字の点字は、カナのあ行，ら行と重なっています。 

 そこで、数字を書く時は、数符を前に付けて表します。 

 同様に、アルファベットの点字もカナと重なっているので、外字符を前に付けるか、外国

語引用符で囲んで表します。 

 アルファベットの大文字と小文字は同じ点で表します。 

 そこで、単語の先頭だけが大文字の時は大文字符、２文字以上大文字が続く時は二重

大文字符を前に付けて書きます。 

 数字やアルファベットの後に、そのまま数字やアルファベットとして読めるカナが続く時

は、その間に繋ぎ符（３・６の点）を挟んで書きます。 

数符   １     ２     ３     ４     ５ 

数＊   数１ 数２ 数３ 数４ 数５ 
小数点   ６     ７     ８     ９     ０ 

＊，＊   数６ 数７ 数８ 数９ 数０ 
外字符  a      b       c      d      e      f      g 

外＊  外ａ 外ｂ 外ｃ 外ｄ 外ｅ 外ｆ 外ｇ 
外国語引用符 h      i      j      k      l      m     n 

語＊＊閉 外ｈ 外ｉ 外ｊ 外ｋ 外ｌ 外ｍ 外ｎ 
大文字符  o      p      q      r      s      t      u 

大＊  外ｏ 外ｐ 外ｑ 外ｒ 外ｓ 外ｔ 外ｕ 
二重大文字符 v      w     x      y      z 

大大＊＊ 外ｖ 外ｗ 外ｘ 外ｙ 外ｚ 
A  B    C     D      E 

外大ａ 外大ｂ 外大ｃ 外大ｄ 外大ｅ 
F  G    H     I      J 

外大ｆ 外大ｇ 外大ｈ 外大ｉ 外大ｊ 
K  L    M     N      O 

外大ｋ 外大ｌ 外大ｍ 外大ｎ 外大ｏ 
P  Q    R     S      T 

外大ｐ 外大ｑ 外大ｒ 外大ｓ 外大ｔ 
U  V    W     X      Y 

外大ｕ 外大ｖ 外大ｗ 外大ｘ 外大ｙ 
Z 

外大ｚ 
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（例） 

 ３６枚  １２３円   ３．１４ 

３６マイ  １２３－エン （－は繋ぎ符） ３．１４ （．は小数点） 

 数３６まい 数１２３＿えん 数３，１４ 
 

Hello    KGS Corp. 

〔外字符〕〔大文字符〕hello  〈〔二重大文字符〕kgs 〔大文字符〕corp.〉 

     （〈 〉は外国語引用符） 

 外大ｈｅｌｌｏ  語大大ｋｇｓ空大ｃｏｒｐ．閉 

 

〔Ｅ〕句読点・記号類 

 句読点と記号類は、以下の点で表します。 

 

、（読点）  。（句点）  ・（中点） 

＊＊、  ＊＊。  ＊＊・ 
，（コンマ）  ．（ピリオド） ：（コロン） 

＊，  ＊．  ＊： 
？（疑問符） ！（感嘆符） 

＊＊？  ＊＊！ 
（ ）（カッコ）  「 」（カギカッコ） 

＝＊＊＝  「＊＊」 

 

 

３．２ 点字独特の表記規則 

 点字の書き方には、速くスムーズに読めるようにするための独特な規則があります。 

 

〔Ａ〕長音の書き方 

（１）あ列，い列，え列の長音は、それぞれ「ア」，「イ」，「エ」の文字を添えて書きます。 

 （例） 

お母さん   お爺さん   お姉さん 

オカアサン  オジイサン  オネエサン 

  おかあさん  お濁しいさん  おねえさん 
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（２）ウ列，オ列の長音は、長音符を添えて書きます。 

 （例） 

空白   お父さん 

クーハク   オトーサン 

  くーはく  おとーさん 

 

（３）ただし、オ列の長音でも、カナ表記法で「お」と書くものは、点字でも同じように「オ」を

添えて書きます。 

 （例） 

 大きい   遠い   公 

オオキイ   トオイ   オオヤケ 

 おおきい  とおい   おおやけ 

 

〔Ｂ〕助詞の「は」と「へ」 

 助詞の「は」と「へ」は、読み方のまま、「わ」と「え」に変えて書きます。 

 （例） 

 詳細は    市役所へ 

ショーサイワ   シヤクショエ 

 拗そーさいわ   しやく拗そえ 

 

〔Ｃ〕分かち書き 

 点字では、通常漢字を使用しないため、かなのみで文の意味がスムーズに理解できる

ように文の区切り目を空白で区切る「分かち書き」をします。分かち書きのために挿入され

る空白を「マス空け」と呼びます。 

 点字の分かち書きの規則は、文節の単位を原則としていますが、長い複合語や固有名

詞も理解しやすいように、特別の規則を使用します。 

 

（ア）文節による分かち書き 

 文節を簡単に見つけるには、「ね」をはさんで文を読んでみます。 

 

 （例） 

 「点字でシールを印字します」 → 「点字でね、シールをね、印字します」 

 

 「ね」を入れて自然に読める所が文節の切れ目です。 

 ただし、複合動詞「する」のように、前に「ね」が入らない例外もありますので、注意が必

要です。 
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 （例） 

 点字でシールを印字します。 

テンジデ シールヲ インジ シマス。 

 てん濁し濁て空しーるを空いん濁し空します。 

 

（イ）複合語や固有名詞の切れ続き 

 長い複合語や固有名詞は、原則として３拍以上の意味のまとまりで区切って書きます。 

 ただし、後ろの成分の初めが連濁音になっている場合は続けて書きます。 

 

 （例） 

 点字シール 

テンジ シール 

 てん濁し空しーる 
 

ケージーエス株式会社 

ケージーエス カブシキガイシャ （会社の部分が連濁音になっています） 

 けー濁しーえす空か濁ふしき濁かい拗さ 

 

 

３．３ 点字での表記例 

 

〔Ａ〕日付・時刻 

 ４／１１    ５月３日 

５ガツ ミッカ 

 数４／数１１   数５濁かつ空みっか 
 

１５：００    午前１０時 

     ゴゼン １０ジ 

 数１５：００   濁こ濁せん空数１０濁し 

 

 

〔Ｂ〕住所・電話番号 

 〒３５５－０３２１ 

ユー３５５－０３２１ 

 〒数３５５＿数０３２１ 
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埼玉県小川町小川１００４  

サイタマケン オガワマチ オガワ １００４ 

 さいたまけん空お濁かわまち空お濁かわ空数１００４ 
 

 ケージーエス（株） 

ケージーエス（カブ） 

 けー濁しーえす＝か濁ふ＝ 
 

田中太郎様 

タナカ タロー サマ 

 たなか空たろー空さま 
 

Ｔｅｌ：０４９３－７２－７３１１ 

 外大ｔｅｌ：数０４９３＿数７２＿数７３１１ 

 

〔Ｃ〕URL・メールアドレス 

 http://www.kgs-jpn.co.jp 

大語ｈｔｔｐ濁，／／ｗｗｗ。ｋｇｓ＿ｊｐｎ。ｃｏ。ｊｐ大閉 
 

 info@kgs-jpn.co.jp 

 大語ｉｎｆｏ＠ｋｇｓ＿ｊｐｎ。ｃｏ。ｊｐ大閉 
 

＊URLやメールアドレスを書く時は、情報処理点字を使用します。 

 

〔Ｄ〕その他 

 大安売り！  １００円（税込） 

オオヤスウリ！  １００－エン （ゼイコミ） （－は繋ぎ符） 

 おおやすうり！ 数１００＿えん空＝濁せいこみ＝ 
 

→２階   ←男子トイレ 

→ ２カイ   ← ダンシ トイレ 

 ーーた空数２かい こーー空濁たんし空といれ 
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４ 仕様 

 １．名称  点字ラベラー 

 ２．型式  BL-1000 

 ３．通信ポート  RS-232C・９ピン（DTE） 

   USBコネクタ（Bタイプ） Ver1.1準拠 

 ４．点字テープ  BLTP-13A （長さ10m） 

 ５．電源  専用ACアダプタ 

（入力AC100V～240V 50/60Hz  出力15V） 

 ６．消費電力  最大約18W 

 ７．使用温度範囲 5℃～35℃ 

 ８．使用湿度範囲 20%～80%RH（ただし、結露しないこと） 

 ９．寸法  幅198mm × 奥行き120mm × 高さ71mm 

 10．重量  約0.8kg 

 

 

・動作環境 

 OS   Microsoft® Windows® XP Home, Professional 

Windows Vista® 

Windows® 7 

 CPU   Windows® XP:  Intel® Pentium® 500MHz以上 

   Windows Vista®, Windows® 7: 

  Intel® Pentium® 1.3GHz以上 

 メモリ   512MB以上 

 ドライブ   CDドライブ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒355-0321 埼玉県比企郡小川町小川 1004 

TEL (0493)72-7311   FAX (0493)72-7337 

E-mail  info@kgs-jpn.co.jp 

URL  http://www.kgs-jpn.co.jp 
 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


